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特別損失の計上並びに平成 28年 12 月期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、下記のとおり特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。あわせて平成 27年２

月６日に公表いたしました業績予想と実績値との間に差異が生じましたので下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

 当社は、グループで保有するソフトウェア資産について、その収益性を保守的に見直した結果、ソ

フトウェアの一部について、減損損失として特別損失に 64百万円を計上することといたしました。 

 

２．業績予想との差異 

平成 28年 12 月期 通期連結業績予想と実績値との差異 

（平成 28年１月１日～平成 28年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円 

3,730  

  百万円

  320  

  百万円

  305  

  百万円

  267  

円  銭 

39.79  

実 績 ( Ｂ ) 3,835  500  477  337  ※ 49.73  

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 105  180  172  70  9.44  

増 減 率 2.8％  56.3％  56.4％  26.2％  25.0％  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 7年 12 月期） 
4,156  88  62  34  5.21  

※平成 28年 12月 31 日における発行済株式総数で算出しております。 

 

差異の理由 

売上高につきましては、ＵＩ／ＵＸ事業において、第３四半期連結会計期間に孫会社株式会社エイ

チアイ関西の全株式を売却したため、同社の下半期の売上が連結財務諸表に含まれなくなったことに

よる減少がありましたが、同事業において翌期以降に見込んでいた売上が前倒し計上になったこと等

により 105百万円上回り、3,835 百万円となりました。 

利益面につきましては、収益性の高い売上が計上されたことにより、営業利益は 500百万円、経常

利益につきましては 477百万円、親会社に帰属する当期純利益につきましては、上記１．に記載しま

したとおり特別損失を計上したことにより 337百万円となりました。 

 

以 上 


